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題
に
つ
い
て
は
、
超
過
密
化
し
た
市
街
地

に
あ
る
基
地
は
移
転
す
べ
き
と
し
て
、
そ

の
整
理
・
縮
小
・
返
還
を
基
本
姿
勢
に
積

極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

農
業
振
興
策
と
し
て
は
、
遊
休
農
地
の
利

用
集
積
を
図
る
と
と
も
に
農
産
物
直
売
施

設
を
設
置
し
地
産
地
消
を
進
め
て
い
く
。

　一般質問は、提出された議案にかかわらず、
市政全般に対して、議員が執行者の考え方を
ただすことができるものです。
　３月定例会では、３月１７日・１８日の本会議
で１４人の議員から質問が行われ、終始熱の入
った論議が繰り広げられました。以下は質問・
答弁の概要です（掲載は質問順、５面まで続
きます）。

現
況
を
受
け
市
総
合
計
画
の

見
直
し
な
く
し
て
進
め
る
か

地域福祉計画策定

に向けたワークシ

ョップ等の計画は

あ
や
せ
市
民
会
議　

安
藤
多
恵
子

　

問　

地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
を
形
成

す
る
た
め
の
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
が
始

ま
っ
た
が
、
こ
の
計
画
の
趣
旨
は
、
福
祉

三
計
画
を
統
合
し
包
含
す
る
社
会
福
祉
の

総
合
計
画
で
あ
り
、
今
後
の
社
会
福
祉
は

地
域
福
祉
を
軸
に
展
開
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
各
地
区
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
に
よ
り
地
域
課
題
の

掘
り
起
こ
し
を
行
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な

計
画
に
よ
り
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
く

の
か
。生
涯
学
習
の
講
座
と
連
携
さ
せ
て
、

各
地
域
の
個
人
や
団
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
地
域
の
核
と
な
る
人
材
を
育
成
し

て
は
。
ま
た
、
福
祉
特
区
の
よ
う
な
モ
デ

ル
地
区
づ
く
り
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　

答　

平
成
十
六
年
度
か
ら
五
カ
年
の
地

域
福
祉
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
が
、

地
域
福
祉
の
推
進
に
は
、
住
民
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
自
治
会
を
は
じ
め
関
係
団
体
の

連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。
市
社
会
福
祉
協

議
会
も
全
自
治
会
へ
の
地
区
社
協
設
立
を

目
指
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
環
境
に
よ
り

地
域
住
民
の
自
覚
と
認
識
を
高
め
る
こ
と

が
大
変
重
要
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
地

域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は
、
人
材
育
成
講
座

等
の
開
催
を
通
じ
、
今
後
、
人
材
が
発
掘

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
モ
デ
ル
地

区
づ
く
り
は
、
具
体
的
な
体
制
が
整
っ
た

地
域
に
お
い
て
今
後
検
討
し
た
い
。

（
他
に
「
市
民
が
輝
き
市
民
が
創
る
ま
ち

づ
く
り
に
む
け
て
」
「
計
画
書
は
バ
イ
ン

ダ
ー
形
式
で
」
を
質
問
）

開校以来立ち遅れ

ている城山中学校

周辺の道路整備を

綾
風
会　
 　
　
　

新
倉　

市
造

　

問　

現
在
の
総
合
計
画
は
平
成
十
三
年

度
に
市
民
が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
言
え
る

市
に
す
る
た
め
策
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、

今
日
の
不
況
が
続
き
、
国
庫
補
助
金
の
削

減
や
税
源
移
譲
の
問
題
が
危
惧
さ
れ
る
中
、

計
画
の
見
直
し
は
必
要
な
い
の
か
。ま
た
、

厚
木
基
地
の
返
還
促
進
に
つ
い
て
は
、
米

空
母
か
ら
艦
載
機
を
直
接
硫
黄
島
に
降
ろ

す
直
結
方
式
や
騒
音
の
環
境
基
準
の
線
か

ら
国
や
関
係
機
関
に
要
請
し
て
は
ど
う
か
。

今
、
日
本
の
農
業
は
高
齢
化
、
後
継
者
不

足
な
ど
か
ら
低
迷
し
て
お
り
、
生
産
性
が

上
が
ら
な
い
。
さ
ら
に
は
耕
地
面
積
が
少

な
い
反
面
、
国
等
か
ら
の
制
約
が
多
い
な

ど
、
農
地
が
基
本
で
あ
る
農
業
者
が
発
展

で
き
る
よ
う
な
方
策
を
考
え
な
い
か
。

　

答　

長
引
く
景
気
低
迷
な
ど
か
ら
大
変

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、
市
税
は

も
と
よ
り
国
庫
補
助
金
等
の
特
定
財
源
の

確
保
に
努
め
、
実
施
計
画
に
基
づ
き
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
実
施
計
画
は
二
年
ご

と
の
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
で
見
直
し
て
お
り
、

新
た
な
財
政
推
計
を
基
に
平
成
十
五
年
度

か
ら
十
七
年
度
ま
で
の
三
年
間
の
見
直
し

を
図
っ
た
。
厚
木
基
地
の
航
空
機
騒
音
問

あ
や
せ
市
民
会
議　
　

内
藤　

寛

　

問　

早
川
城
山
特
定
土
地
区
画
整
理
事

業
地
内
に
す
ば
ら
し
い
街
並
み
が
出
来
上

が
り
つ
つ
あ
り
、
瀬
端
橋
か
ら
こ
の
地
域

に
通
ず
る
市
道
四
七
六
号
線
も
平
成
十
五

年
度
に
は
整
備
完
了
と
聞
い
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
進
展
を
見
る
一
方
で
、
隣
接
す

る
城
山
中
学
校
の
周
辺
道
路
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
再
三
の
要
望
に
か
か
わ
ら
ず
開

校
以
来
二
十
六
年
に
な
る
今
も
立
ち
遅
れ

た
ま
ま
で
あ
る
。
生
徒
の
通
学
や
部
活
動

は
も
と
よ
り
市
民
生
活
に
も
支
障
を
来
た

し
て
い
る
が
、
こ
の
状
況
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
こ
に
来
て
幸
い
地

権
者
か
ら
も
整
備
を
望
む
声
が
あ
が
っ
て

い
る
の
で
、
是
非
こ
の
好
機
を
逃
さ
な
い

よ
う
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
。

　

答　

昭
和
五
十
二
年
度
に
開
校
し
た
城

山
中
学
校
の
周
辺
道
路
は
、
今
も
未
舗
装

と
な
っ
て
い
る
。
学
校
西
側
の
市
道
四
九

一
号
線
及
び
市
道
四
七
〇
号
線
は
、
平
成

五
年
度
の
道
路
整
備
計
画
に
基
づ
き
地
元

調
整
を
始
め
た
も
の
の
、
境
界
が
確
定
で

き
ず
、
拡
幅
整
備
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、

平
成
十
三
年
度
か
ら
用
地
調
査
等
を
実
施

す
る
中
で
徐
々
に
境
界
が
確
定
し
て
お
り
、

今
後
も
関
係
地
権
者
等
に
協
力
願
う
と
共

に
財
源
の
確
保
に
努
め
整
備
し
て
い
く
。

ま
た
、
北
側
及
び
東
側
の
外
周
道
路
の
市

道
四
九
四
号
線
等
は
、
現
在
、
道
路
拡
幅

に
か
か
る
学
校
用
地
の
財
産
処
分
を
調
整

し
て
お
り
、
一
日
も
早
く
外
周
道
路
の
全

路
線
整
備
が
完
了
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

綾
西
小
学
校
へ
の
通
学
路
の

安
全
対
策
を
図
る
べ
き
で
は

公
明
党　
 　
　
　

出
口
け
い
子

　

問　

早
川
城
山
地
区
で
は
、
新
住
民
の

転
入
に
よ
り
綾
西
小
学
校
に
通
う
児
童
が

急
増
し
て
い
る
が
、
通
学
路
の
安
全
対
策

を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。
道
志

会
の
東
側
の
道
路
は
、
市
役
所
前
の
混
雑

を
避
け
る
車
が
抜
け
道
と
し
て
使
っ
て
お

り
、
通
学
時
間
と
重
な
っ
て
大
変
危
険
な

状
態
な
た
め
、
早
急
に
安
全
対
策
を
講
ず

る
べ
き
で
は
。
ま
た
、
天
神
森
随
道
南
側

の
道
路
の
舗
装
整
備
や
階
段
へ
の
手
す
り

設
置
、
新
武
者
寄
橋
の
歩
車
道
間
に
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
設
置
な
ど
、
利
用
者
の
安
全

を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
道
路
の
安
全

対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答　

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

交
通
・
防
犯
の
観
点
か
ら
学
校
と
関
係
各

課
が
現
場
調
査
を
し
、
相
互
に
連
絡
調
整

を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
で
は
児
童
に
交

通
安
全
の
指
導
を
し
て
い
る
。
道
志
会
の

東
側
の
道
路
は
、
幅
員
が
六
㍍
あ
る
の
で

路
側
帯
の
設
置
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

天
神
森
随
道
南
側
の
道
路
に
つ
い
て
は
、

拡
幅
整
備
に
一
部
で
反
対
が
あ
っ
た
た
め

現
道
の
中
で
の
整
備
と
な
っ
た
も
の
で
あ

り
、
階
段
に
つ
い
て
は
、
耕
作
者
の
便
宜

を
図
る
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
、
急
傾

斜
で
も
あ
り
通
学
路
に
は
適
さ
な
い
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
新
武
者
寄
橋
に
つ
い
て

も
、
構
造
的
に
床
版
が
薄
い
た
め
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
設
置
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

（
他
に
「
学
校
図
書
館
の
整
備
充
実
を
」

を
質
問
）

夢
の
あ
る
新
時
代
あ
や
せ
プ

ラ
ン　

の
進
ち
ょ
く
状
況
は

２１

４月１５日から２５日まで市美術協会の絵画展が開催されました。会場には、
油彩画や水墨画など６２点の力作が展示されました＜市民展示ホール＞

新
政
会　
 　
　
　

徳
永　

時
孝

　

問　

市
長
の
平
成
十
五
年
度
に
お
け
る

施
政
方
針
に
よ
り
、
今
期
の
綾
瀬
市
が
進

む
べ
き
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。
具
体
的
な

主
要
施
策
の
ほ
か
に
、
厚
木
基
地
の
騒
音

問
題
あ
る
い
は
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
地

域
経
済
の
浮
揚
、
雇
用
の
更
な
る
創
出
と

地
域
活
性
化
に
向
け
た
綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
取
り
組
み
、
ま
た
、
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
区
域
内
の
商
業
施
設
誘
致
の
具
現

化
な
ど
、
今
後
ま
す
ま
す
複
雑
化
、
多
様

化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
適
合
す
る
た

め
の
施
策
が
打
た
れ
た
も
の
と
評
価
す
る
。

そ
こ
で
、
市
長
の
所
見
と
し
て
、
今
期
の

重
要
ポ
イ
ン
ト
と
計
画
の
進
ち
ょ
く
度
は
。

ま
た
、
市
制
施
行
二
十
五
周
年
を
迎
え
る

節
目
の
年
と
し
て
の
特
筆
点
は
。

　

答　

平
成
十
五
年
度
は
、
特
に
市
民
の

目
線
に
立
っ
て
、
市
民
福
祉
の
向
上
を
目

指
し
、
環
境
、
福
祉
、
教
育
、
安
全
で
快

適
な
都
市
な
ど
各
分
野
に
わ
た
る
諸
施
策

を
重
点
事
業
と
し
て
積
極
的
に
推
進
す
る
。

進
ち
ょ
く
度
に
つ
い
て
は
、
新
時
代
あ
や

せ
プ
ラ
ン　

に
お
け
る
各
分
野
の
事
業
を

２１

計
画
ど
お
り
実
施
し
て
お
り
、
各
種
事
務

事
業
の
妥
当
性
、
達
成
度
や
成
果
を
判
断

し
な
が
ら
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
市

制
施
行
二
十
五
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年

の
特
筆
点
は
、
記
念
講
演
会
の
開
催
、
市

史
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
刊
行
、
市
勢
要
覧

の
発
行
の
ほ
か
、
綾
瀬
い
き
い
き
祭
り
な

ど
の
各
事
業
を
二
十
五
周
年
冠
事
業
と
し

て
、
そ
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

市の鳥「カワセミ」
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